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＜論文の内容の要旨＞ 
かいあし類ノープリウス幼生は微生物食物連鎖における捕食者として知られ、その摂餌速度は
主に炭素重量、水温、餌濃度の影響を受けて変動する。温帯内湾域では餌濃度は季節的に大きく
変動するが、既存の現場摂餌速度の推定手法では餌濃度の影響は考慮されていない。ノープリウ
ス幼生の摂餌速度と餌濃度の関係は機能的応答モデル式によって説明されるが、モデル式は特定
の発達段階（炭素重量）および水温のもとで実験的に得られるため、あらゆる発達段階が出現し、
かつ水温が変動している現場観測への応用に至っていない。そこで本論文は、モデル式を改変し
て、餌濃度および炭素重量を説明変数に有する経験式を新たに構築し、現場観測へ応用すること
で、温帯内湾域におけるノープリウス幼生の生態学的役割を定量的に明らかにすることを目的と
した。 
本論文は 4 つの章で構成されており、第 1 章は総合序論として、海洋の食物連鎖構造とかいあ
し類ノープリウス幼生の栄養段階、捕食者としての潜在的重要性、既存の現場摂餌速度推定手法、
餌濃度を考慮した摂餌速度推定の必要性、調査海域となる温帯湾内湾域の特徴について述べられ
ている。 
第 2 章では相模湾真鶴港における 3 年間の現場観測を行った。水温、餌濃度、ノープリウス幼
生の個体数および炭素重量は調査期間を通して変動し、成体の種組成においては Acartia steueri
が最も優占し、春季には Acartia 属ノープリウス幼生が、夏季および秋季には Cyclopoida ノープリ
ウス幼生が優占した。 
第 3 章では新規に割断器を開発して Acartia 属ノープリウス幼生へ応用し、消化管内容物を走査
型電子顕微鏡で観察した。各種生物群が検出され、餌：捕食者サイズ比は 0.3-6.5%であった。A. 
steueri ノープリウス幼生の III-VI 期の発達段階を対象にした摂餌実験を行い、餌濃度、炭素重量、
水温が摂餌速度におよぼす影響を調査した。すべての発達段階において III 型の機能的応答モデル
式が回帰され、モデル式の定数である最大摂餌速度および半飽和定数は炭素重量と有意な正の相
関を示した。得られた関係式をモデル式に代入することで、餌濃度および炭素重量を説明変数と
する経験式を構築した。 
第 4 章は総合考察として、第 3 章で得られた経験式および係数を第 2 章で明らかとなった現場
観測データへ応用した。温帯内湾域においてかいあし類ノープリウス幼生は、季節的に微生物食
物連鎖の主な捕食者のひとつとして働く一方、ノープリウス幼生の低い同化効率から、ノープリ
ウス幼生が主な捕食者として重要になるときには、食物連鎖の転送効率を低下させることを定量
的に示した。 
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＜論文審査結果の要旨＞ 
海洋生態系を理解するためには、食物連鎖を介した物質やエネルギーの転送過程を定量的に
明らかにする必要がある。かいあし類ノープリウス幼生は微生物食物連鎖における捕食者であ
り、赤道域から極域あるいは表層から深海層まであらゆる海域に出現し、海洋の後生動物の中
で最も数の多い生物群である。海域によってはノープリウス幼生の捕食者としての働きが無視
できないと報告されているが、一方で、ノープリウス幼生の摂餌速度には周囲の餌濃度が強く
影響するにも関わらず、その影響を反映した推定手法は確立されていない。温帯内湾域のよう
に餌濃度の変動が大きな海域においては、その影響を反映した摂餌速度の推定が不可欠と考え
られる。 
これに対して本論文は、餌濃度、炭素重量、水温からノープリウス幼生の摂餌速度を推定す
る経験式を新たに構築し、それを現場観測に応用することで温帯内湾域におけるかいあし類ノ
ープリウス幼生の生態学的役割を評価し、関連する一連の研究成果をまとめたものである。室
内実験によって、餌濃度と炭素重量を説明変数に持つ新たな経験式を構築し、現場摂餌速度推
定に対する現場餌濃度の寄与が、水温、個体重量よりも大きいことをはじめて定量的に示した。
ノープリウス幼生は春季に主な捕食者のひとつとして働く一方、ノープリウス幼生の同化効率
が原生動物と比較して低いことを示し、ノープリウス幼生は食物連鎖の転換効率を低下させる
経路となる可能性を見出した。 
本論文は、餌濃度の影響を反映した摂餌速度の推定手法をあらたに提唱し、餌濃度の影響を
考慮する重要性を定量的に示すと同時に、温帯内湾域のノープリウス幼生の捕食者としての役
割について新たな見解を与えるものであり、博士（工学）として十分な価値を有するものと認
める。 
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審査委員 3 名により、学位論文の内容および関連する分野に関して口頭で試問を行った。そ
の結果、申請者が博士（工学）として十分な学力と研究能力を有するものと判定された。 
よって、審査委員会は最終試験の結果を合格と認定した。 
 
